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国民の状況について
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１．国民の意識一般について
（１）価値観等

「一番大切なもの」についての回答は、「家族」に一極集中しており、40年間で３倍に
なっている。

（図１－１） Q.「一番大切なもの」は何か。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』

「清く正しく」くらしたいと考える人の割合は低下傾向を続け、「趣味重視」「のんき
に」など、自分本位のくらしを望む割合が高い。

（図１－２） Q.どのようにくらしたいと思うか。
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５ 世の中の正しくないことを押しのけて、
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６ 自分の一身のことを考えずに、社会の

ためにすべてを捧げてくらす

７ その他

出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』
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「将来に備えるより、今を楽しむべき」という考え方の増加に歯止めがかかり、揺り
戻しの傾向も見られる。

（図１－３） Q.若いときは、将来に備えるための時期であり、同時に楽しむための時
期でもあるが、どちらに重点を置くべきと思うか。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』

科学や技術の発達とともに、人間らしさの喪失を感じる人が増加を続けている。

（図１－４） Q.「科学や技術が発達して、世の中は便利になるが、それにつれて人間
らしさがなくなっていく」という意見に賛成か。

0

10

20

30

40

50

60

63 68 73 78 83 88 93 98 03
（年）

（％）

賛成 一概にいえない 反対 その他
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（２）社会・国に関する考え方

社会に対して、「満足」と感じる人が減少を続ける一方、「やや不満」と感じる人が増
加している。他方で、国民全体の傾向としては、自分のことだけではなく、他人の役
に立とうとしていると感じる人が増加している。
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（図１－６） Q.たいていの人は、他人の役に立とう
としていると思うか。それとも、自分のことだけ気を
配っていると思うか。

（図１－５） Q.社会に対して満足しているか。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』

社会に対する不安要素としては、犯罪の増加や自然環境の破壊を挙げる人の割合
が多い。また、風俗の乱れや倫理観の低下など、道徳面での後退を懸念する人が
着実に増加していることがうかがえる。
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（図１－７） Q.社会について日頃感じていることは何か。

出典：（財）生命保険文化センター『生活者価値観調査』
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個人の幸福と、日本が良くなることを同じと考える傾向が強まり、「日本が良くなって
はじめて個人が幸福になる」という考えは長期的に減少傾向にある。また、国の繁
栄を国民の生活の向上と結びつける考え方も強まっている。

（図１－８） Q.個人の幸福と日本の関係について、どのように考えるか。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』

（図１－９） Q.国の繁栄についてどう考えるか。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』
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日本の生活水準については、約10年前を境に傾向が逆転し、「良い」と感じる人と
「悪い」と感じる人の割合がほぼ同じとなっている。

（図１－10） Q.日本の「生活水準」についてどう思うか。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』

心の豊かさについては、「ややわるい」と感じる人が「ややよい」を大幅に上回ってお
り、その差は拡大を続けている。

（図１－11） Q.日本の「心の豊かさ」についてどう思うか。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』
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（３）性別に関する考え方

もう一度生まれ変わる場合の性別について、男性の回答にはほとんど変化が見ら
れないが、女性の意識には大きな変化が見られる（「女」という回答が、４０年間で約
２倍に増えている）。

（図１－12） Q.もう一度生まれ変われるとしたら、男と女のどちらがよいか。
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出典：統計数理研究所『国民性の研究 第11次全国調査』

「どちらの方が苦労が多いか」については、男女の差がなくなりつつあったところが、
揺り戻しの傾向が見られる。一方、「楽しみ」については性別を問わず「女」という回
答が増加しており、最近の調査では全体で「女」が「男」を上回った。

（図１－13） Q.今の日本では、男と女のど
ちらの方が苦労が多いと思うか。

（図１－14） Q.今の日本では、男と女のど
ちらの方が楽しみが多いと思うか。
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２．環境の状況についての実感

環境の状況の悪化を感じている人の割合は、地域レベル、国レベル、地球レベルの
順で多くなっている。

（図２－１） 地域レベル、国レベル、地球レベルでの環境の状況についての実感
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出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

環境保全により産業や技術の発展が妨げられることを心配する人が減少し、経済
の発展につながると考える人が増加している。

（図２－２） 環境問題に対する考え方（「大変そう思う」「ややそう思う」の合計）
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関心のある環境問題として、地球温暖化を挙げた人は平成９年度と比較して１８ポ
イントと大幅な上昇を示している。

（図２－３） 関心のある環境問題
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８



３．環境保全行動の実施状況等

過剰包装を避ける、省エネルギーを心がけるという行動を行っている人の割合は増
加傾向にあるが、自動車使用の抑制、ごみの減量については減少している。

（図３－１） 環境保全行動の実施状況（「いつも行っている」「だいたい行っている」の合計）
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出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

物を買うときの環境への配慮については、前向きにとらえている人の割合が多いが、
一方で「具体的に何をしていいか分からない」と回答した人も４割近い。

（図３－２）物を買うときの環境への配慮についての意識（「大変そう思う」「ややそう思う」の合計）
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省エネルギーについては、全体的に肯定的にとらえる考え方が強まっているが、一
方で、「具体的に何をしていいかわからない」及び「手間や時間がかかる・面倒だ」
についても増加傾向がみられる。

（図３－３） 省エネルギーに対する考え方
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（図３－４） 省エネルギーに対する考え方・「具体的に何をしていいかわからない」の年代
別内訳（１５年度・「大変そう思う」と「ややそう思う」の合計）

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』10



家庭のごみを分別して出すことについては、地域のルールに従うのを当然だとする
回答が９割近くに上るなど、全体的に意識が進展しており、「分別方法がわかりやす
く、取り組みやすい」という回答も６割に達している。

（図３－５） ごみの処理に対する考え方

〈環境保全や資源節約のために良いことだと思う〉
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出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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組みになっている」の職業別内訳（１５年度・「大変そう思う」と「ややそう思う」の合計）

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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４．環境保全活動を行う民間団体への参加

環境保全団体等への参加経験があると答えた人は21.9％にとどまる一方、参加し
たことはなく今後も参加意向なしと答えた人は４割に上る。

（図４－１）環境保全団体等への参加の有無

32.8 39.9 5.421.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成15年度

参加したことがある 参加したことはないが、
今後は参加しようと思う

参加したことはなく、今後も
参加しようとは思わない

無回答

56.9 8.934.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成９年度

参加したことがある 参加したことがない 無回答

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

環境保全団体等への参加内容別に平成９年度調査と比較すると、各項目とも増加
している。

（図４－２）環境保全団体等への参加の内容
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26.6

25.5

21.6

12.2

14.0
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団体の定期的な会合に出席したり、

団体内で主体的な活動を行ったりしている

環境保全を目的とした署名活動に協力

したことがある

環境保全を目的として、金銭や

物品の寄付をしたことがある

団体のメンバーとして会費を支払っている

その他の環境保全に関わる行動

(%)

平成15年度

平成９年度

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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環境保全団体等への参加による環境問題解決貢献度について、肯定的にとらえる
回答が増加しており、民間団体の役割についての認識の高まりがうかがえる。

（図４－３）環境保全団体等への参加による環境問題解決貢献度
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非常に役立っている まあ役立っている あまり役立っていない 全く役立っていない わからない 無回答

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

環境保全団体等への参加内容を都市規模別に見ると、概ね規模が大きくなるに
従って参加の割合が増えるが、団体のメンバーとしての活動については、政令指定
都市での回答割合は低くなっている。

（図４－４）環境保全団体等への参加の内容（都市規模別・１５年度）
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出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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民間団体への参加による環境問題解決貢献については、年齢層が高くなるにつれ
て肯定的にとらえる回答が増加し、特に70代以上では８割に上る。その一方、20代
では否定的にとらえる回答が25％に上り、若年層の地域社会との結びつきの弱さ
を感じさせる。

（図４－５）民間団体への参加による環境問題解決貢献の実感（年齢層別・１５年度）
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出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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５．環境情報への関心・満足度

「企業の環境保全に関する取組状況」「地方公共団体等の相談窓口の情報」「施設
やイベントについての情報」「環境保護団体の情報」については、関心の高さが減少
傾向にある。また、情報の入手経路として最も多いのはマスメディアであるが、一方
でインターネットの増加が著しい。

（図５－１）環境情報への関心の高さ（「大変関心がある」「やや関心がある」の合計）
（平成９年度については、「欲しい環境情報」（「接しているがもっと欲しい」
「接していないのでもっと欲しい」の合計））
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（図５－２）環境情報の入手経路（「よく入手する」「ときどき入手する」の合計）

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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関心度を性別に見ると、「暮らしのなかでの環境保全のための工夫や行動」等生活
に関わりが深い情報については、女性の関心が高い。
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イベントについ
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（図５－３）環境情報への関心の高さ（性別・１５年度）

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

年齢層別では、４０代を境にして、関心度の高低が明確に分かれる傾向がうかがえ
る。

（図５－４）環境情報への関心の高さ（年齢層別・１５年度）
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出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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環境情報の入手経路として、若年層はインターネットを積極的に活用しているが、
その他は概ね４０代が様々な経路をとおして環境情報を入手していることがうかが
える。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

テレビ・ラジオのニュースや番組から 新聞・雑誌の記事から

企業の広告、広報誌、パン
フレット、環境報告書から

PTA・自治会などの地域の
活動を通じて

スーパーマーケットなど
地域の流通業者から

インターネットから

（図５－５）環境情報の入手経路（年代別、１５年度）

※「よく入手
する」「とき
どき入手す
る」の合計

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

環境情報の満足度について、１３年度と比較すると、「環境問題が生活に及ぼす影
響」及び「暮らしのなかでの環境保全のための工夫や行動」での下落が大きく、生活
に関わる環境情報への欲求の高まりがうかがえる。
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（図５－６）環境情報の満足度（「十分満足している」「まあ満足している」の合計）

※13年度調査において
は、環境情報の充足度
を尋ねており、「十分
情報を得ている」「ま
あ情報を得ている」の
合計となっている。

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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６．環境と経済の好循環に関する意識
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環境保護のために、産業や技術の発展が妨げられないか心配である

環境問題の多くは、科学技術の発展によって解決できると思う

環境保全を行うことにより、社会全体が豊かになると思う

（％）

（図６－１） 環境と経済の好循環に関する考え方（「大変そう思う」「ややそう思う」比率の合計）
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（図６－２） 「消費者が環境に配慮した製品を買
うようになれば、企業の環境保全への取組は促

進されると思う」（年代別比較）※

環境保全の取組の進展が経済の発展につながると考える人が７割近いなど、全体
に環境と経済の好循環に前向きな傾向がうかがえる。

（図６－４）

「環境保全の取組を進
めることは、経済の発
展につながると思う」
（職業別比較）※
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（図６－３） 「環境保護のために、産
業や技術の発展が妨げられないか心
配である」（都市規模別比較）※

※「大変そう思う」に２点、「ややそう思う」に１点、「あまりそう思わない」に－１点、「全くそう思わない」に
－２点を与えて算出したもの。

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

18

0.82

0.83

0.46

0.27

0.77

0.6

0.81

0.16

0.72

1

0.87

0.81

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

農林漁業

商工販売サービス業

自由業

会社役員・会社経営

会社員

公務員

団体職員

学生

パート・アルバイト

専業主婦

無職

その他

（加重平均）



42.9

29.9

30.7

38.3
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6.9
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再生紙などのリサイクル商品を購入している

物・サービスを購入するときは環境への影響を考えてから

選択している
地球にやさしいエコマーク等のついた商品を購入すること

を心がけている

買い物の時は、製品の成分表示をチェックして選んでいる

買い物の時、買い物袋を持参したり過剰な包装を断ったり

している

使い捨て商品はなるべく買わないようにしている

企業の環境保全の取組を促進するような金融商品（エコ

ファンド等）を利用している

（％）
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（加重平均）

（図６－５） 環境と経済の好循環に関連する環境配慮行動の実施状況（「いつも行っている」「ときど
き行っている」の合計）

（図６－６） 「物・サービスを購入するときは環
境への影響を考えてから選択している」（年代別
比較）※

（図６－７） 「物・サービスを購入するときは環境
への影響を考えてから選択している」（世帯年収
別比較）※

物・サービスの購入の際の環境配慮については、年代が上がるにつれて肯定的な
回答の割合が増加する。世帯年収との関係でみると、比較的低年収の層での肯定
率が高いが、年代・世帯年収別に詳細に分析すると、世帯年収と肯定率の関連性
については、一概にはいえないことがわかる。

5.61
5.2

4.8 4.68 4.84 4.94

0

1

2

3

4

5

6

300万円未満

300万円～500万円未満

500万円～700万円未満

700万円～1000万円未満

1000万円～1500万円未満

1500万円以上

（加重平均）

（図６－８） 「物・サービスを購入するときは環境への影響を考えてから選択している」（世帯
年収別・年代別クロス、「いつも行っている」「ときどき行っている」の合計の割合）

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

※「いつも行っている」に10点、「だいたい行っている」に８点、「ときどき行っている」に５
点、「あまり行っていない」に２点、「全く行っていない」に０点を与えて算出したもの。
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その企業の製品を買いたい
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環境を宣伝に利用している

将来有望なので投資の対象と考えたい

何も感じない

その他

（%）
（図６－９） 「環境に配慮している」と表明している企業に対する印象（複数回答）
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（図６－10） 「その企業の製品を買いたい」（年代別比較）※

環境に配慮していることを表明している企業に対して肯定的な評価をもつ人の割合
は、概ね年代が上がるにつれて増加している。逆に否定的にとらえる人の割合は若
年層に多い。
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21.7
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（図６－11） 「環境を宣伝に利用している」（年代別比較）※

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』
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「同じ種類の製品なら高くても環境にやさしい商品を選ぶ」と答えた人の割合は、年代が上がるに
つれて増加している。世帯年収との関係でみると、比較的低年収の層での肯定率が高いが、年
代・世帯年収別に詳細に分析すると、世帯年収と肯定率の関連性については、一概にはいえない
ことがわかる。

7.1

5.3

24.7

21.2

34.3

33.3

22.6

28.3

5.5

5.1

5.8

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同じ種類の製品なら

高くても環境にやさしい

商品を選ぶ

リサイクルや環境に

やさしい商品の販売

に積極的な店を選ぶ

いつも行っている だいたい行っている ときどき行っている

あまり行っていない 全く行っていない 無回答

（図６－12） 買い物の際の環境配慮状況

（図６－13） 「同じ種類の製品なら高くても環境
にやさしい商品を選ぶ」（年代別比較）※

（図６－14） 「同じ種類の製品なら高くても環境に
やさしい商品を選ぶ」（世帯年収別比較）※
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※「いつも行っている」に10点、「だいたい行っている」に８点、「ときどき行っている」に５
点、「あまり行っていない」に２点、「全く行っていない」に０点を与えて算出したもの。

出典：環境省『環境にやさしいライフスタイル実態調査』

（図６－15） 「同じ種類の製品なら高くても環境にやさしい商品を選ぶ」 （世帯年収別・年代

別クロス、「いつも行っている」「ときどき行っている」の合計の割合）
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７．国際比較

一般的に、環境保全意識が高いと考えられるヨーロッパ諸国（英、独、仏）において、
環境汚染の防止に伴う金銭負担を嫌う傾向が強いことがうかがわれる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本

ｲﾝﾄﾞ

韓国

中国

米国

英国

ﾄﾞｲﾂ

ﾌﾗﾝｽ

ﾛｼｱ

強く賛成

賛成

反対

強く反対

わからない
・無回答

（図７－１） Q.「環境汚染防止に使われるなら収入の一部を差し出す」という意見についてど

のように思うか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本

ｲﾝﾄﾞ

韓国

中国

米国

英国

ﾄﾞｲﾂ
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ﾛｼｱ

強く賛成 賛成 反対 強く反対 わからない
・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本

ｲﾝﾄﾞ

韓国

中国

米国

英国

ﾄﾞｲﾂ

ﾌﾗﾝｽ

ﾛｼｱ

（図７－２）Q. 「環境汚染の防止
のために使われるなら、増税され
てもよい」という意見についてどの
ように思うか。

（図７－３）Q. 「政府は環境汚染を
減らすべきであるが、金銭的負担
は嫌だ」という意見についてどのよ
うに思うか。

出典：世界価値観調査協会(World Values Survey Association)  『世界価値観調査2000』
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環境保護と経済成長のどちらを優先するかという問に関して、わが国は国際的にみ
て、明確に二者択一の回答をしない人の割合が高いことがうかがわれる。

（図７－４） Q.環境保護と経済成長の議論において、あなたの考えに近いのはどちらか。
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ｲﾝﾄﾞ

韓国

中国

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ
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ﾍﾞﾄﾅﾑ

米国

ﾒｷｼｺ

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

南ｱﾌﾘｶ

環境保護を優先 経済と雇用
創出を優先

その他 わからない
・無回答

出典：世界価値観調査協会(World Values Survey Association)  『世界価値観調査2000』

（図７－５） Q.自然と人間の関係について、あなたの考えに近いのはどちらか。
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出典：世界価値観調査協会(World Values Survey Association)  『世界価値観調査2000』
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